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平成３０年度 那須塩原市建設工事成績評定結果概要 

 

１． 対象 

那須塩原市が発注した設計金額１３０万円を超える建設工事かつ、平成３０年度（平成３０

年４月１日～平成３１年３月３１日）で契約検査課が実施する完成検査を終了した建設工事を

対象とする。 

 

表１．建設工事完成検査件数                  ［単位：件］ 

工種別 平成３０年度 平成２９年度 増 減 

土木一式工事 54 63   ▲   9 

建築一式工事 21 22   ▲  1 

電気工事 22 19 3 

管工事 24 27 ▲   3 

舗装工事 23 26   ▲   3 

水道施設工事 20 22 ▲  2 

解体・その他工事 18 22 ▲  4 

計 182 201 ▲  19 

 

２． 評定点 

平成３０年度に完成検査を実施した全工事の平均評定点は７３．２点であり、直近３か年の

傾向は上昇傾向にある。（図１参照） 

前年度と比較すると、全体で０．５ポイント上昇し、工種別では、管工事、舗装工事は減少

したが、それら以外の工種は上昇する結果となった。 

  図１．工事成績評定結果（工種別） 
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３． 総合評価 

総合評価のランク（以下、評価という。）別に分類した場合の工事件数は、Ａ評価は１７件、

Ｂ評価は４７件、Ｃ評価は１１８件、Ｄ評価、Ｅ評価はともに０件である。（図２参照） 

Ａ評価対象工事については、平成２９年度の９件（４．５％）から、平成３０年度は１７件

（９．３％）と大幅に上昇している。（図２、図３参照）受注者の技術力が向上している面もあ

るが、受注額５０００万を超える工事が１７件中１３件あり、多くの評価項目に該当しやすい、

施工規模・施工難度が高い工事の完成が多くあったことが影響していると思われる。 

また、Ｂ評価も同様に比較すると、平成２９年度の６６件（３２．８％）から、４７件（２

５．８％）と件数、割合ともに減少しており、管工事、舗装工事のＢ評価の減少によるところ

が大きい。Ｃ評価については、平成２９年度の１２３件（６１．２％）から、１１８件（６４．

９％）と前年度とほぼ同じ割合となっている。指名に影響を及ぼすおそれのあるＥ評価、改善

を要するＤ評価はともに０件と、前年度と比べ改善が見られる。 

 

図２．平成３０年度工事成績評定結果（工種別総合評価） 

 

図３．平成２９年度工事成績評定結果（工種別総合評価） 
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